
【第１回】　 シュンギク

シュンギクは
嗜
し

好
こう

性の強い葉物野菜　
　シュンギクは独特な香りのため、「子
どもは食べない」「鍋物にはミズナを
使う」という声がある一方、「ほかの野
菜では代用できない香り」「老舗すき
焼店や河

ふ

豚
ぐ

屋さんはシュンギクにこだ
わる」（納入業者談）など消費者の好み
はまちまちで、葉物野菜の中では嗜好
的要素が強い。
生産規模は比較的安定も
減少の流れ
「野菜生産出荷統計」（農林水産省）に
て平成14年産作付面積2,500 ha・収穫
量42 ,900ｔを起点に推移を見ると、
近々の23年産まで年々増減を繰り返し
ながらも、この10年間では減少の流れ
にある（第１図）。
　23年産作付面積2,150 haの上位ラン
キングは千葉・大阪とも10％台、群馬
・福岡とも７％台、茨城・兵庫とも６
％台、以下福島、埼玉４％台と続く。
産地は東北～九州と広範囲にまたがる
が、産地間の規模の差は小さい。主要
品種は、関東以北は「株立型」の中葉
系、近畿以西と九州地方は「株張型」の
中葉および大葉系と地域により異なる。
中央卸売市場は近在産地が優勢
　平成23年東京都中央卸売市場扱いの
シュンギク入荷量2,531 t、㎏価格521
円。平成10年ごろまで5,000～ 6,000
ｔ台のペースで入荷していたが、16年

以降は入荷量3,000ｔ台、㎏価格400
円台で推移、22年以降は2,0 00ｔ台に
減少し、㎏価格500円台を突破した（第
２図）。 産地別シェアは１位千葉（占
有率33％）、２位群馬（同19％ )、３位栃
木（同17％）と近在産地が上位を占め
る。（夏季だけは東北産のシェアも高
い）。 上位３県の位置づけは20年前か
ら不動の地位にある。
　同年の大阪市場扱いのシュンギクで
は大阪産が約50％と独占状態にあり、
２位も近県の和歌山（同14％）と続く。
関東圏の産地で大葉系品種の生産に取
り組んだ例もあるが、東一のシュンギ
ク担当者によると「量販店でもこだわ
り商品を扱う店舗に売り先を絞って販
売した。卸売場に並べておくだけでは
なかなか動かない」ということから、
東京市場と関西市場では、品種、産地構
成の違いから価格連動性は見られない。
猛暑で高騰　需要の強さを顕在化
　夏場のシュンギクは旧盆前に天ぷら
用にと需要が高まり、一時的な動きは
あるが夏場は品ぞろえ的な存在で、外
食納めなどの業務需要が中心である。
　平成22年は厳しい暑さに見舞われ、
暑さに弱いシュンギクは７～８月の入
荷量が21年の約50％と激減し、傷みも
多発した。入荷減少のため１袋（150ｇ）
3 0 0円以上の卸値がつき価格が高騰
したことは記憶に残っている。家庭消
費は少なく、小売店と一部量販店では

仕入れを控えたが、業務関係の引き合
いが強く、８月㎏価格1,459円の高価
格を呈した。
　例年８月は年間でも最高値が出現す
るが、1,459円は22年の最高値であり、
平成年間に入ってからの最高値でもあ
る。この猛暑により、業務主体ながら
シュンギクの根強い需要を改めて認識
する機会となった（第３図）。
評価ポイントは“外観のよさ”
　シュンギクは暖冬時に飽和感が強ま
ると、1袋（150ｇ）40～50円にしかな
らないが、低温で量が出てこないと夏
場と同様に高騰する。
　評価の高い商品は、茎の長さ、太さ
がそろっていること、葉にしおれがな
く品種にもよるが緑色の濃いもの、調
製がていねいなど外観のよさが重視さ
れる。移動競売でも、小売業者は見た目
の悪い商品はいくら安くても買わない、
よいものは買う、とはっきりしている。
　根強い需要はあっても、シュンギク
は昔のようには売れない。「アクの少
ないサラダシュンギクなども出ている。
新しい食べ方のＰＲや、荷づくりも１
箱20袋詰めから、小売店が扱いやすい
数に変更をお願いしたい」（仲卸談）。
市場流通する葉物野菜の種類が増えて、
シュンギクの位置づけも変わってきた。
　シュンギクの香りは好き嫌いが分か
れるところだが、個性派野菜としての
存在感を強めてはどうか。

新連載入荷と価格の変化この10年入荷と価格の変化この10年
東京市場

東一　東京青果株式会社　営業本部　課長　　卜
うら
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※平成22年８月は猛暑のため入荷量が減
り、平成年間で最高値がついた。
（㎏当たり 1,459 円）
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※平成14年～23年の間、作付・収穫量と
も減少傾向にある。

第１図　全国生産量 第２図　東京都入荷量の推移 第３図　近２年間の入荷と単価
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